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はじめに 

 

 富里市では，平成２２年４月に「富里市協働のまちづくり条例」が施行され，

翌年度からは，協働のまちづくりを着実に推進するための「協働のまちづくり

推進計画」に沿って事業を展開しているところであります。 

 条例にある富里市の目指す「協働によるまちづくり」とは，市民，地縁によ

る団体，市民活動団体及び事業者（以下「市民等」という。）並びに市が相互に

相手の特性を理解し，尊重し，共通の目的に向かい，責任及び役割分担を明確

にし，共に住み良い豊かな地域社会をつくるための取組みを行うことです。 

 この協働によるまちづくりを推進するために「協働のまちづくり推進計画」

の中でも重要な項目の一つである「市民活動サポートセンター（以下「サポー

トセンター」という。）」の創設に向けて，施設の機能等を検討するため，公募

市民，地域コミュニティ関係者，有識者などで構成された「富里市市民活動サ

ポートセンター検討委員会」が設置されました。 

 当委員会では，検討にあたり先進地視察を始め，アドバイザーの助言や専門

家の講演などからサポートセンターの在り方について学び，ワークショップを

経て，この提言書をまとめました。 

 サポートセンターの使命は地域の課題解決であり，その使命を果たすために

は，市民等による自主的な社会貢献活動である市民活動を支援し，活性化させ

なければなりません。サポートセンターは，富里市の総合計画で定めた10年先，

20 年先の富里市が目指す姿を実現させるために，解決しなければならない地域

課題に対応できるような活動を支援していく必要があります。 

この提言書の内容が十分に反映され，富里市のサポートセンターが市民活動

の拠点として地域に根付くように切に願います。 

  

 

富里市市民活動サポートセンター検討委員会 
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１．サポートセンターの機能についての提言 

 

 当委員会では，総合計画で掲げる富里市が目指す姿を実現するにあたって予

想される課題を挙げ，その課題解決に取り組む市民活動団体を支援するために，

サポートセンターに求められる支援力は何かを検討しました。その結果，富里

市のサポートセンターは①相談対応力②調査・情報収集力③情報の編集・発信

力④コーディネート・ネットワーキング力⑤資源の掘り起こし・提供力⑥人材

育成力⑦政策提言力の７つの支援力を備えることを望みます。 

 

①相談対応力 

 市民活動を支えるために，いかに相談者に信頼されるかが大切です。また，

ＮＰＯの設立・運営など専門的な知識を備えておかなければなりませんし，団

体の今後を見越した活動が出来るような行動提案も必要です。 

②調査・情報収集力 

 地域の課題と背景・ニーズを把握していなければ課題の解決はできません。

そのためには，サポートセンターは情報を待つだけではなく，自らが情報収集

することが必要です。そして，情報を必要としている人に必要な情報を提供し

ていくことが求められます。 

③情報の編集・発信力 

 収集した情報をそのまま発信するだけでは，情報の受け手の関心を引くこと

ができません。情報の受け手に興味を持ってもらえるように編集し，発信の仕

方も工夫しなければなりません。 

④コーディネート・ネットワーキング力 

 地縁による団体・市民活動団体・事業者など地域に存在する様々な人たちを

引き合わせることで，市民活動が活性化したり，地域の課題を解決する糸口が

発見できるなど相乗効果が期待できます。市民と市民，市民活動団体と事業者，

市民活動団体と地縁による団体，市民活動団体と市など様々な主体同士をつな

ぐ支援が必要となります。 

⑤資源の掘り起こし・提供力 

 市民活動団体が必要としている資源（人材・物・情報・資金など）を提供で

きなければサポートセンターの意義は失われます。地域にある資源の掘り起こ

しが必要で，ときにより外部から獲得してくるようでなければなりません。 

⑥人材育成力 

 人材育成力は，内部面と外部面で必要になります。内部面としては，サポー

トセンタースタッフの育成が必要であり，地域の情報を豊富に保有している人

材，相談に対応（相談者に共感，適切な助言など）できる人材，市民活動スキ

ルの増進を図るプログラムを企画・実施できる人材などを育成しなければなり

ません。可能であれば，サポートセンターの開設に備えた人材育成も視野に入

れることも必要です。外部面としては，市民活動の担い手発掘やリーダーの育

成など地域の課題解決に向けた人材を育成しなければなりません。 
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⑦政策提言力 

 市民活動（自助・共助）で解決できない課題は，行政（公助）が解決すべき

課題であり，サポートセンターは地域の課題・ニーズを吸い上げ，行政へ提言

していかなければなりません。また，市民から提案された事業（協働提案事業）

を行政へ提言していくことも必要です。 

  

 

２．サポートセンターの施設及び設備についての提言 

 

 サポートセンターの施設については，以下の施設が必要と思われます。 

 相談スペースとして受付・相談カウンターを設け，相談に即時に対応できる

ようカウンターの内部にスタッフルームを設置し，交流サロンについては，利

用者からスタッフへ質問・相談がしやすいよう相談スペースに隣接したレイア

ウトとするとよいのではないかと考えます。さらにパソコンコーナーや情報コ

ーナーも付近に設置することで，利用者が交流しながら必要な情報を取得しや

すくなるかと考えます。 

 これらの施設に加え，会議室や印刷等作業スペースを設けたほうが，団体に

とって利用しやすいサポートセンターとなると考えます。 

 また，サポートセンターは新保健センターと併設であり，ベビーベッドやキ

ッズコーナーなどがあると子ども連れの若い世代の方にも利用しやすいサポー

トセンターとなると考えます。 

 

 サポートセンターの設備については，以下の設備が考えられます。 

書類棚（ＮＰＯ関連書籍等） パソコン 裁断機 掲示ボード 

メールボックス（レターケース） プリンター 丁合機 シュレッダー 

パンフレットスタンド コピー機 製本機 ラミネーター 

ホワイトボード 大型印刷機 紙折り機 大型ホチキス 

プロジェクター スクリーン ロッカー 大型パンチ 

 中でも団体単独では保有しにくいものは必ず設置すべきだと考えます。なお，

大型印刷機については，効果的なチラシ等を作成できるように，カラー印刷機

が望まれます。 

 上記の利用者のための設備のみならず，サポートセンターの７つの支援力の

中の「②調査・情報収集力」「③情報の編集・発信力」を強化するために，サポ

ートセンタースタッフのための設備として，パソコン，インターネット回線，

ドメインの取得，印刷設備なども整えていくべきだと考えます。 

相談スペース 

（カウンター） 

交流サロン 

（フリースペース） 

パソコンコーナー 会議室 

スタッフルーム 

（事務室） 

情報コーナー 

（資料掲示等スペース） 

印刷等作業スペース キッズコーナー 
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３．サポートセンターの運営についての提言 

 

 サポートセンターは市民活動の拠点となるため，市役所の開所時間と同じで

はなく，平日夜間や土日の開所にも配慮が必要です。そのため，併設の保健セ

ンターが閉所しても，サポートセンターは開所が可能な一定の独立性を有する

構造とすることを望みます。ただし，利用者の立場からすると年末年始以外は

毎日開所していることが望ましいですが，サポートセンターの自主事業やスタ

ッフの打ち合わせや研修などのための休所日を設けることも必要と考えます。

なお，現時点で開所時間・休所日を固定する必要はなく，オープン後に利用者

のニーズに応じて，運営していけばよいと考えます。 

 運営方式については，公設公営，公設民営（委託方式あるいは指定管理）な

どがあり，それぞれのメリット・デメリットはありますが，民間のノウハウを

取り入れ，効果的・弾力的な運営を期待することから，公設民営が望ましく，

運営が軌道に乗るまでは専門的な中間支援ＮＰＯなどに委託（複数年）し，最

終的には市内の人材で運営していけるようスタッフの育成を目指してほしいと

思います。市民活動推進課とサポートセンターの連携については，市とサポー

トセンターがお互いに責任を持って役割分担し協働で運営するのがよいと考え

ます。 

 また，運営がうまくいっているか検証する機関が必要となります。そのため

の組織を新たに設けるという考えもありますが，既に設置されている協働のま

ちづくり推進委員会が担っても良いのではないかと考えます。 

 

 

４．その他の提言 

 

（１）サポートセンターの名称について 

 「市民活動サポートセンター」では，文字通り捉えると市民活動を支援する

だけのセンターだと捉えられてしまうため，地域課題の解決を支援するセンタ

ーとしたいという私たちの思いから，富里市にふさわしい名称とするように望

みます。可能であれば，市民の関心を高めるためにも，名称を公募することも

一つの方法と考えます。 

 

（２）利用団体の届出制又は登録制や許可制等について 

 他自治体のセンターでは，登録制を採用していないところもありますので，

富里市のサポートセンターも交流スペース，相談スペースなどは登録なしでも

気軽に立ち寄って利用できるセンターであってほしいと考えます。 

ただし，メールボックスやロッカーなど利用団体が限られたり，一定の期間

占有するものについては，他の団体との兼ね合いもあるため，届出制又は登録

制や許可制等にすることも考慮し，あわせて既得権が発生しないよう公平性を

確保した運用を望みます。 
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（３）利用する際の金銭負担について 

 施設・設備利用に際しては，原則として金銭負担を求めないことが望ましい

と考えます。ただし，印刷機やコピー機など消耗品類が発生する機材を利用す

る場合は，受益者負担として実費程度の金銭負担を求めることはやむを得ない

と考えます。 

  

（４）その他 

 一定の飲食ルールは必要ですが，交流の促進のためにも，お茶が飲める程度

の設備が望まれます。 
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富里市市民活動サポートセンター検討委員会会議経過 

日時 概要 

第１回 平成２４年８月８日 ■委嘱状交付 

■検討委員会設置及び運営に関する要綱 

 について 

■委員長及び副委員長の互選 

■検討のスケジュールについて 

■講義「市民活動サポートセンターの役割  

 や機能について」 

第２回 平成２４年９月４日 ■先進地視察 

・四街道市みんなで地域づくりセンター 

・佐倉市市民公益活動サポートセンター 

第３回 平成２４年９月２７日 ■サポートセンターの設置の目的と役割 

 について 

■富里市ボランティアセンター（富里市 

 社会福祉協議会）との連携について 

第４回 平成２４年１０月１６日 ■講義「ＮＰＯの支援は，なぜ，どのよう 

 に行われるべきか？ＮＰＯ支援の意義  

 と機能を再確認する」 

■サポートセンターの機能について 

第５回 平成２４年１１月２０日 ■サポートセンターの機能について 

 （ワークショップ） 

第６回 平成２５年１月１８日 ■サポートセンターの機能について 

 （ワークショップ） 

■サポートセンターの施設及び設備に 

 ついて 

■サポートセンターの運営について 

第７回 平成２５年２月２０日 ■サポートセンターの機能等に関する 

 提言（案） 

第８回 平成２５年３月１３日 ■サポートセンターの機能等に関する 

 提言 
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富里市市民活動サポートセンター検討委員会の設置 

及び運営に関する要綱 

 

制定 平成２４年５月２９日 

 

（趣旨）  

第１条 この要綱は，富里市協働のまちづくり推進計画に基づき，市民活

動の育成及び支援の拠点としての富里市市民活動サポートセンター（以

下｢サポートセンター｣という。）を開設するにあたり，施設の機能を検

討するため，市民活動サポートセンター検討委員会（以下｢委員会｣とい

う。）を設置し，その運営について必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務）  

第２条 委員会は，次に掲げる事項について協議及び検討を行い，その結

果を市長に提言するものとする。 

 (1) サポートセンターの機能に関すること。 

 (2) その他市長が必要と認める事項に関すること 

（組織）  

第３条 委員会は，１０人以内の委員をもって組織する。  

（委員）  

第４条 委員は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。  

 (1) 市民活動を実践している市民のうちから公募により選任した者 

 (2) 地域コミュニティ関係者 

 (3) 有識者 

 (4) その他市長が必要と認める者 

（任期）  

第５条 委員の任期は，市長に提言書を提出する日までとする。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長を置き，委員の互選により定める。  

２ 委員長は，会務を総理し，委員会を代表する。  

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務

を代理する。  

 

（会議の招集等）  

第７条 委員会の会議は，委員長が招集し，その議長となる。 

２ 委員会は，委員の過半数の出席がなければ，会議を開くことができな

い。 

(会議の公開) 

第８条 会議は，公開とする。ただし，議長が必要と認める場合は，あら

かじめ，委員会に諮り非公開とすることができる。 
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(会議録の調製等) 

第９条 議長は，次に掲げる事項を記載した会議録を調製するものとする。 

 (1) 開催の日時及び場所 

 (2) 出席者及び欠席者の氏名 

 (3) 会議事項及び会議の要旨 

 (4) 前３号に掲げるもののほか，議長が必要と認める事項 

（アドバイザー） 

第1 0条 委員会に，アドバイザーを置くことができる。 

（協力の要請）  

第1 1条 委員長は，特に必要があると認めたときは，委員以外の者の出

席を求めて，説明又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第1 2条 委員会の庶務は，市民経済環境部市民活動推進課において処理

する。 

（委任） 

第1 3条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営について必要な事

項は，市長が別に定める。 

附 則  

（施行期日）  

１ この告示は，公示の日から施行する。  

（招集の特例）  

２ 委員会の会議は，第６条第１項の規定により委員長が互選されるまで

の間，第７条第１項の規定にかかわらず，市長が招集する。  

（失効）  

３ この告示は，委員会が所掌事務の処理を完了した日限り，その効力を

失う。 

 

  



8 

 

 

富里市市民活動サポートセンター検討委員会委員名簿 

敬称略（選出区分順・五十音順） 

Ｎｏ 氏名 選出区分 

 

１ 

 

岡本 伸正 

市民活動を実践している市民のうちから 

公募により選任した者 

（ＮＰＯ法人 ＮＰＯ富里のホタル） 

 

２ 

 

佐藤 恭子 

市民活動を実践している市民のうちから 

公募により選任した者 

（ＮＰＯ法人 子どもプラザ成田） 

 

３ 

 

竹生 勳 

市民活動を実践している市民のうちから 

公募により選任した者 

（協働つなぎ隊） 

 

４ 

 

石川 政江 

地域コミュニティ関係者 

（富里市ボランティア連絡協議会会長） 

 

 

５ 

 

金子 守 

地域コミュニティ関係者 

（富里市区長会会長） 

 

 

６ 

 

川嶋 美津江 

地域コミュニティ関係者 

（富里市商工会職員） 

 

 

７ 

 

髙澤 忠彦 

有識者 

（富里市協働のまちづくり推進委員会委員） 

 

 

８ 

 

長德 實義 

有識者 

（富里市協働のまちづくり推進委員会副会長） 

 

 

９ 

 

久野 直衛 

有識者 

（富里市協働のまちづくり推進委員会会長） 

 

 

１０ 

 

山下 直人 

その他市長が必要と認める者 

（富里市社会福祉協議会職員） 

 

（任期：平成２４年８月８日から市長に提言書を提出するまで） 

 

 


